
10

佐渡トキツーデーウオーク2015
　10月17日㈯、18日㈰の両日、「佐渡トキツーデー
ウオーク2015」が開催されました。
　17日は相川地区で、「金銀山古道コース」（７㎞）
と「絶景海道コース」（19㎞）にあわせて253人が
参加し、「金銀山古道コース」では、鶴子銀山跡を
スタートしキリシタン塚、京町通りや佐渡奉行所跡
などを巡りました。
　18日は真野地区で、「国府史跡コース」（12㎞）
と「絶景海道コース」（21㎞）に104人が参加し、「国
府史跡コース」では、妙宣寺や国分寺、真野御陵
などを巡りました。

にいがた緑の百年物語 
第43回 佐渡地方植樹祭
　10月13日㈫、佐和田地区を会場に「にいがた
緑の百年物語　第 43回佐渡地方植樹祭」が開催
されました。
　アミューズメント佐渡で式典が行われ、緑化・林
業功労者や、植樹祭のテーマとポスターを作成し
た中学生が表彰されたほか、「佐和田緑の少年団」
による活動報告が行われました。
　その後、サンテラ佐渡スーパーアリーナ周辺の会
場に移動し、駐車場などで記念植樹を行いました。

■１月開講講座のご案内
　平成 28 年１月 15 日㈮　午後６時～８時
　『環境保全型稲作の経済的課題
　　～米市場、農業経営、支援施策から考える～』
　　日本獣医生命科学大学・講師　桑原　考史

　平成 28 年１月 29 日㈮　午後６時～８時
　『田んぼの水環境と生物』
　　東京環境工科学園
　　　東京環境工科専門学校・教員　小林　頼太

■講座の目的
　朱鷺・自然再生学研究センターは、佐渡市からの助成
を受けて実施した寄附講座を通じて、生き物に配慮した
農法が水田の生物多様性や米の品質に及ぼす影響、佐渡
米の購買層や販売手法について研究を進めてきました。
　本講義では、当センターが培ってきた研究成果を紹介し、佐渡の自然環境の現状や今後のあり方を聴講
者とともに議論します。また、全島的に取り組んできた環境保全型農業の効果と消費者の評価について知
ることで、佐渡の自然環境保全と農業振興を両立させる手がかりを考えていきます。

平成27年度 新潟大学「朱鷺の島地域再生人材創出事業」 
佐渡農業・環境講座　

■実施概要
共 催　	新潟大学　研究推進機構　朱鷺・自

然再生学研究センター、佐渡市
対 象 者　佐渡市民（各回定員約 70人）
会 場　トキ交流会館　１階　大ホール
参 加 費　無料
お申込み　	メールまたは電話にて下記までお申

し込みください。
　　　　　（各回のみの受講、当日参加可）
新潟大学　研究推進機構　朱鷺・自然再生学
研究センター　担当：日比谷
☎０２５９－２２－３８８５
メール：hhibiya@cc.niigata-u.ac.jp


